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都 立 大 ボ ラ セ ン
－都立大から生まれるボランティア活動－
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当団体の活動拠点である⼤槌町のお祭りに参加させていただいた時です。昨年度よりも地元の⽅と会話
を沢⼭することができ、ボランティアである私たちを受け⼊れて下さっているということを肌で感じ⼼
が温かくなり、⼼が動きました。ボランティアにおいて⾃分⾃⾝の役割を果たすことはもちろん⼤切で
すが⼈と⼈とのつながりをもたらしてくれるものなのかなと感じるきっかけになりましたし、これから
もこの気持ちを⼤切に活動していきたいです。

今まではコロナ禍であったこともあり、普段のミーティングも zoom を使っ
たオンライン形式で⾏うことがほとんどでした。オンラインは場所を問わず、
気軽に参加できるというメリットがある⼀⽅で、その分「参加しない」とい
う選択肢をとることも容易になってしまいます。そのため、参加率の⾼いメ
ンバーと⾼くないメンバーの⼆極化が⽣じてしまったり、なかなか画⾯越し
だと仲が深まらなかったりと苦労することも時々ありました。しかし、コロ
ナも次第に落ち着いてきて、今年度は対⾯で普段のミーティングや OBOG 
会等のイベントを⾏うことができるようになり、今ではメンバー同⼠の仲の
良さがきずなの誇りであるように感じています。

「はちおうじ NPO フェスティバル」については、⼋王⼦市で活動する団体が集まっていると聞いてい
たので、東北を拠点とする私たちが参加しても良いのかと思う気持ちもあったのですが、参加してみる
と思いの外楽しかったです。何よりボランティア活動をしている様々な世代の⽅と対⾯で話せたことで、
活動拠点は違っても、共有できる問題、課題が似通っていることに気付けたのは新たな発⾒でした。
また、昨年度に引き続き⻘鳩祭に出展させていただきました。今年度はより⼒をいれ、⼤槌町の写真

展と団体オリジナルのカルタを作成しました。写真展は私たちが定点観測している⼤槌町の変遷を捉え
たもので思いのほか好評を得ることができとても嬉しく思いました。またカルタは⼩さい⼦たちに⼤⼈
気で私たちも⼀緒に楽しませてもらいました！

私たちにとっては、⼈とのつながりの温かさを感じられるものだと思っています！当団体では毎年 9 
⽉に⼤槌町で⾏われる⼤槌祭にボランティアとして参加させていただいていて、巫⼥さんのボランティ
アをしたときに着付けを教えてくださった地元の⽅が「次来るときはうちに泊まっていきなさいね」と
優しい⾔葉をかけてくださり、緊張していた⼼がホッとあたたかくなったのを今でも覚えています。関
東から来たボランティアの私たちを、優しく迎えてくださった地元の⽅々には感謝の気持ちでいっぱい
です。私にとって⼤切な⼈たちで、これからも活動を通して絆の輪を広げていけたら嬉しいです。

今回は、2023年度前半の活動を振り返っていただき、今の思いを教え
ていただきました。

私たちは「⾃らが現地で“被災地”の『いま』や東北の魅⼒を知り、学ぶこと。それらを周囲の⼈に発
信し、東北に対して興味・関⼼を持ってもらうこと。」という活動⽬的を掲げ、現在は⼤学 1 年⽣か
ら⼤学院 1 年⽣まで、計 22 名で活動しています！学年も学部もそれぞれですが、あたたかい⼈たち
ばかりでみんな仲が良いことが当団体の推しポイントだと思っています！
東北が好きという⽅もあまり知らないなという⽅も、⼊団⼤歓迎です！きずなは時期を問わずいつでも
⼊団可能ですので、興味のある⽅はインスタグラム(@kizuna_pj)や Twitterの DM、メール
(tmu.kzn.east.japan@gmail.com)にてぜひ⼀度ご連絡ください！メンバー⼀同、お待ちしております。
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サークル員それぞれ異なるとは思うのですが、私が心を動かされた場面は、今年度に開催されたみやこ
祭です。入場規制もなくなり、元の賑わいを取り戻した文化祭。もちろん私たちの展示会場にも多くの
方が足を運んでくださいました。今回実感したのは、SNSの影響力です。私たちサークルのX（旧
Twitter）アカウントを通して、販売しているグッズや展示の紹介を行ったところ、ものすごく反応をい
ただけた上、それを見て足を来てくださった方もいました。今後は、積極的にインターネットでの発信
を行いつつ、より良い展示活動が行えるように頑張っていこうと思っています。

小さい子供が多く集まるいちょう祭りのようなイベントです。私たち
の展示は少し学術的な内容が多く、こちらの意図がうまく伝わらない
のではないかと不安になる場面が多いです。そこで展示の工夫として、
背が低い子供でも見やすいように展示物を低い位置に置いたり、漢字
に読み仮名をふったりしています。ですが一番確実なのは、その場で
丁寧に解説をあげるという姿勢だと思っています。どのように話せば
うまく伝わるかが難しいところですが、今後も皆で相談しながら努め
ていきたいです。

今回の展示場は、イオンモールのエスカレーターのある壁沿いでした。このような多くの人が通る場所で
の展示は初めてでしたが、予想以上に多くの方が見にきてくださいました。特に、買い物終わりの方や家
族連れの方が多かったです。今回少し懸念していたのは、お客さんの反応です。というのも、普段の展示
活動では、そのイベントの存在を知った上で足を運んでくださっている方が大半であるため、展示に対す
るマイナスな反応を見ることはまずないのです。しかし先に述べたように、展示に興味を持ってくれる方
が圧倒的に多く、特に小さい子供は抵抗も感じていない様子でした。現代の子供は自然に触れる機会が少
ないと思うので、こうして生き物の魅力を伝える活動は非常に意義があると再認識しました。

生き物の魅力を幅広い年齢層の方に発信していく活動だと考えています。私たちも、自身の好きな生き
物について説明するのはとても楽しいです。形式上はボランティア活動となっていますが、私たちもお
客さんと同じくらい毎イベントを満喫しております。今年度は、展示依頼のお話を多くいただけました。
こうして活動の機会が増えるのは私たちにとっても本望であり、今後のモチベーションにつながってお
ります。近年、環境破壊等による自然の減少が加速しており、将来は今よりも生き物が減少しているか
もしれません。私たちの活動を通して、生き物への理解や関心、自然の大切さを感じていただき、また
それが広まっていくことを願っております。

今回は、2023年度前半の活動を振り返っていただき、今の思いを教え
ていただきました。

私たちのサークルは、その名の通り生き物好きが集まっている団体であり、サークル員それぞれが異な
る専門分野をもっています。この専門分野には、ゴキブリやムカデ、ヤスデ、クモ、ガといった一般的
に苦手とされがちな生き物が多く含まれています。普段から注目されていない生き物こそ展示するべき
だと私は考えており、実際にこれらを使った展示は良い反応をいただけております。
その他の活動として、サークル合宿や休日を用いたフィールドワーク、大学構内のビオトープ作りなど
があります。2023年のサークル合宿は、3月に石垣島、9月に北海度に訪れました。今後も積極的に
自然に関わる活動を行なっていきますので、興味がある方は、【ikimono.tmu@gmail.com】または、
Xのサークル公式アカウント（@tmunathis）にご連絡ください！



ボランティアセンターの登録学内団体がボランティア活動で活躍する様子を写真でご紹介します。
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Act iv i ty Gal lery

今回の団体は

さんです。
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2024年３月18日（月曜日）に、南大沢キャンパスにて「大学生ボランティア活動報告会」を
開催します。今年度のテーマは、「Create～繋がるボランティアの世界～」。今年度の活動を通
じ、学生たちが～Create～してきたもの、感じた思い、未来への展望など発信します。
多くの方にご参加いただき、学生の活躍や思い、ボランティアの魅力を感じていただきたいと思い
ます。開催の詳細や参加申し込みについては、学内のポスター、もしくはボランティアセンター
WEBサイトをご覧ください。

ボランティアセンターのWEBサイトでは、ボランティアを通じて活躍する学生の声をお届けしてい
ます。学生コーディネーターや、スポーツボランティアプログラム・地域ボランティアプログラムの
参加者、ボランティアセンターに登録のある学内団体の学生や、ボランティアセンターを通じてボラ
ンティアに参加した学生等、様々な形でボランティアにたずさわる学生が、どのような思いや理念を
もって活動しているかお伝えします。毎月１度更新予定です。下記URLからご覧ください。

https://volunteer.tmu.ac.jp/news_pr/volunteervoice/

ボランティアセンターでは、ボランティアに関する相談をお受けしています。どんなボランティア
があるの？ボランティアってどうやって始めたらいい？といった学生からの相談や、学生のボラン
ティアを募集したい、といった地域の方のご相談も可能です。下記URLからご予約ください。

【都立大生向け】https://forms.office.com/r/LAiQFW2aAL

【地域の方向け】https://forms.office.com/r/ke1QMnYnAb

https://volunteer.tmu.ac.jp/

https://volunteer.tmu.ac.jp/news_pr/volunteervoice/
https://forms.office.com/r/LAiQFW2aAL
https://forms.office.com/r/ke1QMnYnAb
https://volunteer.tmu.ac.jp/news_pr/volunteervoice/
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